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令和元年９月 松本市農業委員会 定例総会 議事録 

 

１ 日  時    令和元年９月３０日（月）午後１時３０分から午後４時２７分 

 

２ 場  所    大会議室 

 

３ 出席農業委員  ２３人 １番 青木 秀夫     ２番 中條 幸雄 

              ３番 竹島 敏博     ４番 百瀬 道雄 

              ５番 中川  敦     ６番 金子 文彦 

              ７番 小林 弘也     ８番 河西 穂高 

              ９番 丸山 茂実    １０番 岩垂  治 

             １１番 窪田 英明    １３番 田中 悦郎 

             １４番 栁澤 元吉    １６番 河野  徹 

             １７番 濵   博    １８番 前田 隆之 

             １９番 橋本 実嗣    ２０番 古沢 明子 

             ２１番 波多腰哲郎    ２２番 三村 晴夫 

             ２３番 塩野﨑道子    ２４番 二村 喜子 

             ２６番 堀口  崇 

 

４ 欠席農業委員  ３人 １２番 塩原  忠    １５番 長谷川直史 

             ２５番 上條信太郎 

 

５ 出席推進委員  ５人 推１番 大月 國晴    推２番 朝倉 啓雄 

             推５番 太田 辰男   推１１番 上條 一利 

            推１２番 堀内 俊男 

 

６ 議  事（農地に関する事項） 

 (1) 議  案 

   ア 農用地利用集積計画の決定の件………………………………………（議案第９８号） 

   イ 農用地利用配分計画案の承認の件……………………（議案第９９号、第１００号） 

   ウ 農地法第３条の規定による許可申請許可の件……（議案第１０１号～第１０５号） 

   エ 農地法第４条の規定による許可申請承認の件………………………（議案第１０６） 

   オ 農地法第５条の規定による許可申請承認の件……（議案第１０７号～第１１４号） 

   カ 相続税の納税猶予の適格者証明願承認の件………………………（議案第１１５号） 

   キ 引き続き農業経営を行っている旨の証明願承認の件……………（議案第１１６号） 

 (2) 報告事項 

   ア 現況証明の交付状況の件 

   イ 農地法第１８条第６項の規定による合意契約通知の件 

   ウ 公共事業の施行に伴う届出の件 

   エ 電気事業者による送電用電気工作物等に係る届出の件 

   オ 農地法第３条の３第１項の規定による届出の件 

   カ 農地法第４条の規定による届出の件 
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   キ 農地法第５条の規定による届出の件 

 

７ 議  事（その他農業委員会業務に関する事項） 

 (1) 議  案 

    令和元年度松本市農業施策に関する意見書の決定について………（議案第１１７号） 

 (2) 協議事項 

   ア 令和元年度松塩筑安曇農業委員会協議会農業功労者等表彰候補者の推薦について 

   イ 令和元年度全国農業新聞の普及推進について 

 (3) 報告事項 

   ア 令和元年度第２回農業経営改善計画の審査結果について 

   イ 主要会務報告並びに当面の予定について 

 

８ その他 

 

９ 出席職員 農業委員会事務局    局長補佐  板花 賢治 

          〃        局長補佐  清澤 明子 

          〃        局長補佐  川村 昌寛 

          〃        主  査  大内 直樹 

          〃        主  査  髙橋千恵子 

          〃        主  任  青栁 和幸 

          〃        事 務 員  大島のぞみ 

       農 政 課       担当係長  東山 睦子 

          〃        主  事  川嶋  遥 

          〃        主  事  宇治  樹 

       松本農業改良普及センター課長補佐  小川  章 

 

10 会議の成立   農業委員会等に関する法律第２７条第３項により成立 

 

11 会長あいさつ  小林会長 

 

12 議長就任    松本市農業委員会総会会議規則第３条により小林会長が議長に就任 

 

13 議事録署名委員の指名及び書記の任命 

          〔議事録署名委員〕  ６番 金子 文彦 委員 

                     ８番 河西 穂高 委員 

          〔書記〕板花局長補佐、川村局長補佐 

 

14 会議の概要 

議  長     それでは、次第に沿って、まず農地に関する事項から議事を始めてまいり

ます。 

         初めに、議案第９８号 農用地利用集積計画の決定の件、関連して農地中

間管理権の決定にかかわる議案第９９号及び議案第１００号農用地利用配
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分計画案の承認の件ついてを一括上程いたします。 

         最初に、議案を掲載されている新規就農者について、事務局から説明をし

ていただき、その後、農政課から議案内容について説明をしていたただき

ます。 

         それでは、事務局からお願いいたします。 

         青栁主任。 

 

青栁主任     お世話になります。 

         今月の議案にのっております新規就農者につきまして、農業委員会事務局

の青栁から報告をさせていただきます。 

         それでは、議案の第８ページをごらんください。 

         今月の新規就農者ですけれども、１名の方がいらっしゃいますのでご紹介

させていただきます。 

         お名前ですが、○○○○様、ご住所は寿、今回借り入れる農地の所在地は

島立となっております。また、借り入れ農地ですが、１筆、１，０００平

米を予定しております。今回の就農の目的ですけれども、農産物の出荷等

を行う営農、また栽培品目はキュウリということでお話をちょうだいして

ございます。また、出荷先につきましてはＪＡ、販売量につきましては１

５トンほど、販売額は３００万円を見込んでおります。 

         こちらの方ですけれども、島立の農家のもとで６年間ほどキュウリ栽培に

従事されておりまして、今回独立するために新規就農されるということで

お話をいただいてございます。 

         また、その他の情報としまして、寿からの通作距離が７キロと、やや遠目

ですが、車で移動して農業をされるということですのでお願いいたします。 

         また、トラクターと草刈り機をご自分で保有してございますが、もともと

研修を受けていた島立の農家の方の倉庫でそういった道具を保管しており

まして、農地のすぐ近くの倉庫にトラクター等は保管してあるということ

でお話をいただいております。 

         それから、今後ですけれども、規模拡大を目指すと言うことでお話をいた

だいてございます。もし島立等でキュウリの栽培に使えるような農地がご

ざいましたら、ぜひご紹介をいただければと存じます。 

         議案につきましては、２ページの３番、こちらの利用権設定の件が対象と

なりますので、お願いいたします。 

         また、今回の新規就農の署名につきましては、島立の濵農業委員、それか

ら寿の赤羽推進委員にそれぞれご署名をいただいておりますので、よろし

くお願いいたします。 

         新規就農者の説明につきましては以上になります。 

 

議  長     ありがとうございました。 

         引き続きまして、議案をお願いいたします。 

         宇治主事、お願いします。 
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宇治（農政課）  いつも大変お世話になっております。農政課の宇治でございます。 

         恐れ入りますが、着座にてご説明させていただきます。 

         最初に、１ページをごらんください。 

         ５－（１）－ア、農用地利用集積計画の決定の件、議案第９８号になりま

す。 

         合計欄のみ読み上げますので、５ページをごらんください。 

         合計、一般、筆数３５筆、貸し付け１７人、借り入れ１１人、面積８万１，

７３２平米。 

         円滑化事業分、筆数２５筆、貸し付け１７人、借り入れ１７人、面積４万

７，４２１平米。 

         経営移譲、筆数２１筆、貸し付け３人、借り入れ３人、面積２万１４０平

米。 

         利用権の移転、筆数１筆、貸し付け１人、借り入れ１人、面積５４５平米。 

         所有権の移転、筆数２筆、貸し付け２人、借り入れ２人、面積４７２平米。 

         農地中間管理権の設定、筆数１６筆、貸し付け１１人、借り入れ１人、面

積３万５，９３０平米。 

         合計、筆数１００筆、貸し付け５１人、借り入れ３５人、面積１８万６，

２４０平米。 

         当月の利用権設定のうち認定農業者の集積は、筆数５４筆、面積１１万９，

６１９平米、集積率は９２．２３％になります。 

         議案第９８号は移譲となります。 

         続きまして、６ページをごらんください。 

         ５－（１）－イ、農用地利用配分計画案の承認の件、議案第９９号になり

ます。 

         合計欄のみ読み上げます。 

         合計、筆数１５筆、貸し付け１人、借り入れ１０人、面積３万３，７０９

平米。 

         当月の利用件の設定のうち認定農業者への集積は、筆数１２筆、面積２万

７，０２６筆、集積率は８０．１７％になります。 

         議案第９９号は以上となります。 

         続きまして、７ページをごらんください。 

         議案第１００号になります。 

         合計欄のみ読み上げます。 

         筆数１筆、貸し付け１人、借り入れ１人、面積２，２２１平米、認定農業

者への集積はございません。 

         議案第１００号は以上となります。 

 

議  長     ただいま議案第９８号、そして９９号、そして１００号、３つの議案の説

明があったわけでありますが、これらの議案に対しまして、農業委員、推

進委員の皆様から質問、意見がありましたら、発言をお願いいたします。 

 

［質問、意見なし］ 
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議  長     ないようです。 

         この３議案について、原案のとおり決定することに賛成の委員の皆様の挙

手をお願いいたします。 

 

［全員挙手］ 

 

議  長     ありがとうございました。 

         全員賛成でありますので、本件は原案のとおり決定することといたします。

ありがとうございました。 

         すみません、初めに青栁主任から説明のあった〇〇さんについて、濵委員

から補足の説明がありましたらお願いします。 

 

濵農業委員    青栁主任の説明のとおりでございますけれども、今栽培している農地は、

以前は〇〇さんがやっていて、そこの従業員としてずっと同じハウスでキ

ュウリ栽培をやっておりました。島立は果菜部会が大分活発で、特にキュ

ウリに関しては個人選果の共同出荷ということをやっています。その中で

基準をずっとクリアしてこれたということは、非常に努力されていると思

っております。 

         お話を伺いましたが、意欲的に取り組んでおりまして、まだまだ広げたい

というようなお話もありまして、これから島立の果菜部会の一員として思

う存分やっていただけるものだと感じております。 

         以上です。 

 

議  長     どうもありがとうございました。 

         続きまして、議案第１０１号から１０５号 農地法第３条の規定による許

可申請許可の件、５件についてを上程いたします。 

         それでは、事務局から一括説明をお願いいたします。 

         大島事務員。 

 

大島事務員    それでは、総会資料９ページをごらんください。 

         農地法第３条の規定による許可申請について説明いたします。 

         初めに、議案第１０１号、笹部２丁目○○○－○、現況地目、田、６．７

９平米を農地の一体利用のため、売買により○○○○さんへ所有権を移転

するものです。 

         なお、○○○○さんの耕作面積は、許可要件であります旧市地区の下限面

積３０アールに欠けていますが、申請農地につきましては、隣接する○○

さんの所有地を利用しなければ利用は困難であると判断し、農地法施行令

第２条第３項に規定されている下限面積の例外として本申請を受理いたし

ました。 

         続きまして、議案第１０２号、新村○○○、現況地目、田、１，１５１平

米外３筆、合計１，６１９平米を農地の保全のため、贈与により○○○○
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さんへ所有権を移転するものです。 

         続きまして、議案第１０３号、今井○○○○－○、現況地目、畑、５，２

５９平米外４筆、合計６，９６９平米を農地の保全のため、競売により○

○○○さんへ所有権を移転するものです。 

         続きまして、１０ページをごらんください。 

         議案第１０４号、小屋南２丁目○○、現況地目、田、１、１５３平米を農

地の保全のため、売買により○○○さんへ所有権を移転するものです。 

         続きまして、議案第１０５号、五常○○○○－○、現況地目、畑、１，０

８０平米外１筆、合計１，２６２平米を農業経営規模拡大のため、売買に

より○○○○さんへ所有権を移転するものです。 

         以上５件につきましては、先ほど説明しました下限面積の例外とする議案

第１０１号を除き、農地法第３条第２項の各号には該当しないため、許可

要件の全てを満たしていると考えます。よろしくお願いいたします。 

 

議  長     ただいま１０１号から１０５号までの説明があったわけでありますが、３

条の規定による面積ということでございましたが、１０１番、これは笹部

でありますので、青木委員さん、お願いいたします。 

 

青木農業委員   笹部２丁目でございますが、○○のあるところ、西側から少し細い道を北

側のほうに上がっていきますと、○○○○○○という○○がありまして、

そのちょうど南側にこの〇さんの田んぼがありまして、その隣に、渡すほ

うが○さんですね。それで、買うほうの○○さんの田んぼが隣り合わせに

ありまして、○さんのほうの田んぼが奥のほうにあるんですが、そこへ行

くのに、実は水掛口用の水路があったんですが、この水路が６．７９平米

でございまして、この奥のほうの田んぼは、もう田んぼをやめて、何かお

聞きすると売るようなお話をちょっと伺いまして、要は使わなくなってし

まったということのために、○さんのところでその水路を一体化して田ん

ぼに一緒にするという形で見てまいりまして、特にそういうことで見てま

いりまして、問題ないというように判断いたしました。 

         以上です。 

 

議  長     ありがとうございました。 

         続いて、１０２は新村でありますので、栁澤委員さん、お願いします。 

 

栁澤農業委員   それでは、１０２号ですが、○○○○さんと○○○さんはご兄弟でありま

して、地主の○○○さんのほうが京都にお住まいということでございます。

現状、兄であります○○○○さんが耕作をしているという内容でして、○

○○番地の関係は圃場整備された田んぼでございます。現状、お米がつく

ってあります。それから、○○○－○から同じく○○○－○まで、３筆に

なっておりますが、○○さんのお宅の裏側という場所になります。現状、

自家用の野菜等がつくられておりました。そういうことで、農地の保全と

いう意味で、問題はないではないかと見てまいりましたが、お願いいたし
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ます。 

 

議  長     １０３でございますが、今井でありますので、田中代理、お願いいたしま

す。 

 

田中農業委員   先月、競売の適格化の審査をお願いした○○さんですが、○○の西、整然

と畑、管理されておりました。何ら問題ないと判断いたしました。 

 

議  長     続いて、小屋南でありますので、窪田委員さん、お願いします。 

 

窪田農業委員   ちょっと皆さんのご存じのランドマークがないんで、圃場の場所の説明が

非常に難しいんですけれども、場所は○○○○○の西側、直線３００メー

トルぐらいのところに小屋南の○○○○〇という○○があるんですけれど

も、その西側に南北に走る道路がありまして、この○○から北へ２００メ

ートルぐらい行ったところの左側にある圃場がこの対象になっております。

圃場を確認しましたけれども、大豆が栽培されていまして、適当に耕作さ

れていたと確認をしております。 

         また、譲受人の○○さんですけれども、地元で○○○○の○○だとか○○

を行う会社を経営している傍ら、農業にも取り組んでおられると。それと

あわせまして、今回の圃場の隣の圃場で水田をつくっているということで、

特に問題ないというように考えております。 

         以上であります。 

 

議  長     １０５番でございますが、五常でありますので、金子委員さん、お願いし

ます。 

 

金子農業委員   ○○さん、この方は○○○○のほうにお住まいになっております。市内に

軽トラックで通いながら、今現在、農業をしているということ。そして、

○○さんにつきましては、先祖ずっと四賀地区で農業をしておりましたけ

れども、上田市のほうに移り住んでおります。その農地を○○さんがお借

りして、まだ５０前の非常に元気がある方で、これからの活躍を期待した

いということで、問題はなしということでお願いします。 

 

議  長     ありがとうございました。 

         ただいまのそれぞれの地区の委員さんに説明していただいたわけでありま

すが、全体を通してこの議案に対しまして委員の皆様、また推進委員の皆

様、ご意見がありましたらいただきたいと思いますが。 

 

［質問、意見なし］ 

 

議  長     意見がないようです。 

         農地法第３条の規定による案件５件について、一括して集約いたします。 
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         農業委員の皆様に伺いますが、議案第１０１号から１０５号について、原

案のとおり許可することに賛成の委員の皆様の挙手をお願いいたします。 

 

［全員挙手］ 

 

議  長     ありがとうございました。 

         全員賛成ですので、本件につきましては原案のとおり許可することと決定

いたします。 

         続きまして、１０６号 農地法第４条の規定による許可申請承認の件、１

件についてを上程いたします。 

         それでは、事務局から一括説明をお願いいたします。 

         髙橋主査。 

 

髙橋主査     それでは、議案書の１１ページをお願いします。 

         農地法第４条の規定による許可申請承認の件です。 

         議案１０６号です。この件につきましては、先月の定例総会で報告させて

いただきましたが、今回申請がありましたので、内容について説明します。 

         梓川梓○○○○、現況地目、畑、１，４１７平米のうち１０．７平米に梓

川梓にお住まいの○○○○さんが営農型太陽光発電施設を一時転用で設置

する計画です。農地区分は農振農用地でありますが、一時的な利用に供す

るもののため、不許可の例外に該当し、許可相当と判断いたしました。 

         以上、１件、よろしくお願いいたします。 

 

議  長     次に、地元委員の意見をお願いいたします。 

         古沢委員さん、お願いします。 

 

古沢農業委員   お願いいたします。 

         議案番号１０６号の写真をごらんください。向かって左側が道路になって

おります。ここでこのようにパネルが続いております。現地の確認は波場

さんとともに見てまいりました。この件は、例外というように、申請者が

死亡しておりまして、奥様の○○さんが相続されるということになりまし

た。それで、この件は、いわば強引に許可を得たというような案件だと思

います。 

         それで、私ども梓川の委員の中で相談をいたしましたが、意見といたしま

しては、このような件は、期間３年という中できちんとできてはいない。

それと同時に、フキを始めていたのに、今度はワラビに変更したと。その

ような幾つもの課題を残したまま、このように継続されることになりまし

た。ですので、これからの進捗状況は、きちんと事務局も対応していただ

きたいというのもございますし、私ども地元の農業委員もきちんと見てま

いります。 

         ただ、このようなことがこれから続きまして、いろいろな事例が出てしま

いますと、悪い例の一例となってしまいますので、きちんと精査をしてい



9 

ただいて、進捗状況を見守っていただきたいという意見が出ております。

よろしくお願いいたします。 

 

議  長     次に、現地調査をしていただきました青木委員さん、中條委員さん。青木

委員さん、お願いします。 

 

青木農業委員   私のほうからご説明をいたします。 

         写真の左側が道路になっておりましたんですが、道路のところに少し写真

の中でフェンスみたいな囲いが見えますが、非常にきれいに囲ってありま

して、安全が保たれるんじゃないかというのが１つ。 

         それから、この見に行った時点では、きれいに中を刈り取られていて、き

れいに整理されていて、特に問題になるようなところが見受けられません

でした。ということでご報告をさせていただきます。 

         以上です。 

 

議  長     この４条、１０６の案件につきましては、大変事務局も、それからまた地

元の農業委員さんをはじめ、最適の皆様も、大変経過についてはご苦労さ

れているわけでありますが、常任会議、あるいはまた県の担当者の皆様、

それから振興局の人たちとも話をいたしますと、やはり３年たって結局成

果が得られなくて、１年様子を見るということの中で、毎月１回なり２回

なり、それからまたもう最終には１週間に１回ぐらいずつの現地確認をし

てここまで来たわけでありますが、最終的にと申しますか、許可権者であ

る県が、そのことよりも営農の継続が重要であるというようなことを言っ

ておりまして、その結果が、今までフキで余りうまくいかなかったという

ことを、今度はワラビでやってみますと、こういうことでありますが、こ

の件に関しまして、皆さんで質問、意見ありましたら、お願いをいたしま

す。 

         全国紙の１面に、農地を１種農地でも太陽光にします。おいでくださいと

いうような、そういった新聞記事があるわけでありまして、これも１種農

地でありますが、２種農地、３種農地だということになりますと、またち

ょっと話は変わってくるわけでありますが、そういうことに対しまして、

国も県も規制ができないような状況が今あるように思います。 

         本来でありますと、この件につきましては、先月も申し上げましたが、松

本市の農業委員会といたしましては、３年たってできないものを、１年猶

予してやっていただいたわけでありますが、経営者が亡くなっちゃったと

いうことで、息子さんがフキの栽培はやりたくない。新しいもので申請し

て許可してくれと、これが今、この案件でございます。 

         松本市の農業委員会といたしましては、許認可権は県が持っているもので

すから、私ども農業委員会がこれ、いや、まずい、壊せというふうに言っ

ても、私どもの意見としてそれはそれなりでありますが、県が最終的に、

いや、許可しますと、こういうふうになれば許可になるわけでありまして、

このことが本当に今、大変問題でございまして、さきに１５日も常任会議
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で県の農政課の部課長さんとお話をいたしましたが、最終的に返ってくる

答えは、それぞれの市村でいわゆる条例をつくってきっちり対応してくれ

ということを言うわけですが、仮に指針をつくったり、条例をつくったり

いたしましても、じゃ、これで違反したから、それを撤去するというよう

な、そんな法的なものはないわけでありまして、業者に対して、こうあっ

てはならないということを要請するだけのことでございまして、この辺は

本当に一番矛盾しているわけでありますが、皆さん意見ありましたら、お

願いします。 

         河野委員。 

 

河野農業委員   作目を今度はワラビというふうに変えたということですが、今、現状を見

ると、きれいに除草されているという状態だと思うんですが、ワラビだと、

太陽光の下も間のところも全面的にワラビという状況になっているわけで

しょうか。要するに、春先、みんな芽を出してやるわけですが、別に太陽

光の真下のみならず、通路的な部分も含めてワラビということで収穫をす

ると。それで、収量が上がる、今回初めてワラビということで、来春の収

穫を迎えるわけですよね。その辺のところをしっかり見ていかなきゃいけ

ないし、あとはふだんの荒らしておかないような状態をつくっておかない

といけないというようなことをちょっと感じました。 

         なかなか営農型というのは難しい案件になってしまいますが、単純に見る

と、年に一回収穫すれば、あとはおしまいという、そういうような感じに

なってしまいますので、ちょっとその辺のところは、県の見解もあるかと

思いますが、対応を教えていただきたいと思います。 

 

議  長     川村補佐。 

 

川村局長補佐   ただいまのご意見に対しましてですけれども、まずワラビですが、現状、

太陽光の周り、通路になっているところですが、私も１カ月に１度くらい

最低でも現地へ行って見ているんですけれども、定期的に刈っております。

ただ、定期的に刈ってはいるんですけれども、たまには生えてきますので、

そのとき生えてきているものがワラビです。草じゃなくて、ワラビが主体

として生えています。 

         当然そのワラビ、根で広がっていく作物ですので、その辺、通路の部分も

残しつつ、実は春先もそうだったんですけれども、周りのほうを除草する

と同時に、現在はフキという形で太陽光の真下、申請をされて許可を得て

いる段階ですので、フキのところにも実はワラビが出てきています。春先

で、鉛筆をイメージしていただければいいんですけれども、あのくらいの

非常にいいワラビが生えてきているんですが、それも現在ではフキが、繰

り返すようですけれども、許可の作物ですので、太陽光の下のワラビも定

期的にとっています。でないと、フキのほうが生育できないという中です

ので、現在はそういう状況ですが、今回、本日ご意見をちょうだいする中

でご審議をいただいて、仮に通った場合、フキのほうは撤去いたします。 
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         ワラビと通路の部分は、先ほど申し上げたとおりですが、フキのところは

まだ根が、当然今、フキをやっていますので、少ない状況です。ですので、

これから来春くらいまでかけて少しずつ根をそちらに伸ばす作業というも

のをしていきます。ですので、真下の部分は、来年の春といってもすぐに

は生えてこないと思います。ですけれども、定期的な管理を行う中で、ど

んどんふやしていき、横の部分も管理をしつつ、ワラビを取っていきます。

当然除草をしながら取っていくという形です。 

         ただ、ちょっと私も認識不足でいけないんですけれども、ワラビも１年じ

ゅうというわけにはちょっといかないと思います。当然春先のワラビはい

いんですけれども、後になってくるワラビっていうのは、ちょっとこわい

と言うんですかね、そういう状況ですので、適した時期に収穫をして、そ

れを販売につなげていきます。販売先につきましては、先月の総会でもち

ょっとお話しさせていただいたとおり、近隣の道の駅、あるいは地場産品

直売センター、最終的に数量が安定してとれるようになってきた暁には、

ＪＡ等という形で、関係のお店とかにも既に話してあるということですの

で、そういった販売計画のもとに今後はやっていくという計画になってい

ますので、ご理解のほどよろしくお願いしたいと思います。 

         以上です。 

 

議  長     今、川村補佐から説明があったわけでありますが、何かほかにどうですか

ね。これに対して質問ありましたら。 

         中川委員。 

 

中川農業委員   中川です。 

         この件について、詳しいいきさつとか、その辺を全部存じ上げているわけ

じゃないんで、余り軽いことを申し上げてはいかんとは承知していますが、

この営農型太陽光のそもそも論じゃないんですけれども、これ、何かとい

ったら、どっちが主で、どっちが従かというそもそも論の話なんですが、

どっちが主かといいますと、営農が主じゃないですか。太陽光はあくまで

も従です。これ、大原則、そもそも論なんですよね。 

         本件はどうなのかというと、どうもひっくり返っているような気が私は正

直します。過去のいきさつとか、一時転用で農業委員会がいいよと判断し

たといういきさつはあるにしても、また申請者が亡くなられたとか、そん

ないきさつがあるにせよ、例えばフキが知らない間にワラビに変わってい

たとか、ちょっとこれ、よろしくないと私は正直思います。一遍ちょっと

リセットする必要があると思いますが、というぐらいに私は思う案件じゃ

ないかと思います。 

         会長のご挨拶で、一番初めに追認ですか。これ、じゃフキがワラビになっ

たから、これも追認という発想もあるかと思いますけれども、そういう追

認とはちょっと私、意味合い違うと思うんですよね。そもそも論とか、フ

キじゃないの。それがいつの間にかワラビだとか、その辺を考えると、ち

ょっとどうなのかなっていう気が本件についてですが、私は正直します。 
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         ちょっと厳密というか、じっくりと議論して、農業委員会の判断を下すの

ではないかなと私、思います。 

 

議  長     今、中川委員さんから言われたとおりだと思います。本来なら、これはも

ちろん農業委員会としても撤去してくれと、約束が違うということで、そ

ういうことでこの太陽光につきましてはお願いしたいところでございます

が、県が許認可権持っておりまして、先ほども何度も言いますが、営農の

継続が最優先であるということを盛んに言うわけであります。 

         ちょっと話はそれますが、大町の地区においては、どういうわけか大町の

東側とか一等地をですね、田んぼの水田ですが、それをほとんど２種とか

３種にしたんですね、農地の、第１種じゃなくて。もうこんなところを太

陽光にするかと思うようなところも、これは１種農地ですけれども、許可

せざるを得ない。それは営農型じゃなくて、いきなり太陽光にすると、こ

ういうことでありまして、不許可にはできないわけで、できないのは、こ

れがもう慣例としてそういうふうになっているわけでありますが、大町の

傳刀会長が先月か先々月こんな話をしておりまして、いや、こんな一等地

を太陽光にするのかと農家の人に言ったら、農家の、おれたちをいじめる

な、農業委員。田んぼじゃ収入が上がらないからこういうことをしている

んだと。そんな農業委員が農家をいじめるじゃないぞと言われたっていう

ような話もあるわけでして、何かこの辺のところのですね、太陽光を規制

すれば、原子力発電が非常に継続してやれということになるというような

ことの中で、マスコミにしても、行政のほうにしても、何か一歩引けてい

て、これに対しては余り厳しく制限しないというのが現状であります。と

いうように思います。 

         ほかにどうですかね。ご意見ありましたら。 

         はい、どうぞ。 

 

田中農業委員   やはり気に入らないところはあると思いますが、ただ、それで太陽光を認

めるかどうかっていう、ずっと皆さんにはご審議していただいたわけです

けれども、役員会でもちょっと出たんですけれども、地元の農業委員の方

も大変苦労されているんですが、やはり前回のフキでこういう惨状で、今

度はワラビだと。スムーズに我々の言っていることを聞いているとはとて

も思えないで、ワンステップ、我々の意向として、過去は過去として、今

度はしっかりやってもらうといった○○さんから念書をいただいて、趣旨

に沿った対応をとるということで承認というか、せざるを得ないんじゃな

いか。 

         ということは、先ほど会長もおっしゃったとおり、許可権は県であります

ので、そこでそういう対応を、妥協の産物と言えばそうなんですけれども、

そんな方向で許可するということでやるしかしようがないじゃないかって

いうような打算的な考えを持っております。 

 

議  長     ほかに意見ございますかね。 
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［質問、意見なし］ 

 

議  長     意見も出尽くしたような気がいたします。 

         ただいまから集約をいたします。 

         議案第１０６号について、原案のとおり承認することに賛成の農業委員の

皆様の挙手を求めます。 

 

［多数挙手］ 

 

議  長     賛成多数ということでございます。 

         １０６号につきましては、原案のとおり承認することと決定をいたします。

ありがとうございました。 

         続きまして、１０７号から１１４号 農地法第５条の規定による許可承認

の件、８件についてを上程いたします。 

         それでは、事務局からの一括説明をお願いいたします。 

         髙橋主査。 

 

髙橋主査     それでは、議案書の１２ページになります。 

         農地法第５条の規定による許可申請承認の件です。 

         議案第１０７号、島内○○○○、現況地目、田、２，８５０平米外３筆、

合計９，７５９平米に島内にあります○○○○○○○○○○○が砂利採取

のため一時転用する計画です。農地区分は農振農用地ではありますが、一

時的な利用に供するもののため、不許可の例外に該当し、許可相当と判断

しました。 

         続きまして、議案第１０８号、島立○○○○－○、現況地目、畑、４００

平米に松原にお住まいの○○○○○さんが農家分家住宅を新築する計画で

す。農地区分は第１種農地でありますが、位置的代替性がなく、集落に接

続しているため、不許可の例外に該当し、許可相当と判断しました。 

         続きまして、議案第１０９号、新村○○○○－○、現況地目、田、４５１

平米外３筆、合計２，３１９平米に大町にあります○○○○○○○○○○

○○○が地域密着型介護老人福祉施設を新設する計画です。農地区分は第

１種農地でありますが、公共性が高い事業であるため、不許可の例外に該

当し、許可相当と判断いたしました。 

         続きまして、議案第１１０号、新村〇○○－○、現況地目、田、３２６平

米に新村にお住まいの○○○○さんが住宅を新築する計画です。農地区分

は第２種農地ではありますが、位置的代替性がないため、許可相当と判断

しました。 

         続きまして、議案第１１１号、神林○○○○－○、現況地目、畑、３４６

平米に笹賀にお住まいの○○○さんが農家分家住宅を新築する計画です。

農地区分は第３種農地であり、原則許可ですので、許可相当と判断しまし

た。なお、当農地につきましては、平成２５年７月１８日に農振除外済み
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です。 

         続きまして、議案第１１２号ですが、先ほどの１１１号と関連がある案件

です。神林○○○○－〇、現況地目、田、１．１５平米に笹賀にお住まい

の○○○さんが農家分家住宅の通路を新設する計画です。農地区分は第３

種農地であり、原則許可ですので、許可相当と判断しました。なお、当農

地につきましては、平成２５年７月１８日に農振除外済みです。 

         続きまして、議案第１１３号、寿白瀬渕○○○○－○、現況地目、畑、３

７７平米外１筆、合計４２１平米に双葉にあります○○○○○○○が建売

住宅を新築する計画です。農地区分は第２種農地ではありますが、位置的

代替性がないため、許可相当と判断しました。 

         最後に、議案第１１４号、梓川倭○○○－○、現況地目、畑、２１６平米

外１筆、合計３０４平米に梓川倭にあります○○○○○○○が児童発達支

援事業、放課後等デイサービス事業を行う多機能型事業所の駐車場を新設

する計画です。農地区分は第２種農地ではありますが、位置的代替性がな

いため、許可相当と判断しました。 

         以上、これら８件については、一般基準等の各要件を満たしていると判断

しています。よろしくお願いします。 

 

議  長     ただいま１０７から１１４までの説明があったわけでありますが、初めに

議案１０７号については島内でありますので、河野委員さん、お願いいた

します。 

 

河野農業委員   それでは、議案第１０７号でございますが、砂利採取、一時転用というこ

とで、島内では多々行われているものですが、場所的には、ちょっと説明

しづらいですが、○○という集落の接続した西隣になります。申請者とい

いますか、譲渡人は○○○○さんと○○○○さんのお二人の農地が並んで

いるという状態のところを○○○○○○○が砂利採取を行う。○○○○○

○○は頻繁にやっておりますし、後の復旧の状況等を見ても、それほど問

題は起こしていないということで、やむを得ない一時転用かなということ

で判断をしております。 

         以上です。 

 

議  長     続きまして、現地調査をいただきました青木委員さん、中條さん、青木委

員さん、お願いします。 

 

青木農業委員   今ご報告いただいたとおりでございますが、実はこの田んぼ、周りがずっ

と田んぼに囲まれていて、それから西側に道路、東側に道路ということで、

非常に採取するには環境のいい場所だというように見てまいりました。 

         もう一つ報告を受けましたのは、学童の通学時間帯、要は通勤通学時間帯

を外して、できるだけ迷惑をかけないように採取をするというようなお話

も伺いましたので、特に問題ないということで見てまいりました。 

         以上です。 
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議  長     ありがとうございました。 

         ほかの委員の皆様で本件について質問、意見ありましたら、発言をお願い

いたします。 

 

［質問、意見なし］ 

 

議  長     意見がないようです。 

         議案１０７号について、原案のとおり承認することに賛成の農業委員の皆

様の挙手をお願いいたします。 

 

［全員挙手］ 

 

議  長     全員賛成でありますので、本件は原案のとおり承認することと決定をいた

します。 

         続きまして、１０８でございます。島立でありますので、濵委員さん、お

願いします。 

 

濵農業委員    島立のこの田んぼなんですが、○○○の道路を西のほうへずっと上がりま

して、○○○○の手前、○○の信号機を真南へ入った住宅隣接の田んぼに

なります。写真を見ていただいて、斜め右下のほうの続きが○○○さんに

なります。左下が道路、それから電柱と太陽光が見えますが、その手前の

田んぼの間にずっと農道が走っております。それで、西側は○○○○○さ

んの続きの田んぼということになります。右下隣の○○○さんも。○○○

さんの土地の借地で住宅と店舗が建たっているわけなんですが、そこの境

も、ちょっと垣根が出ちゃって、大分田んぼのほうへ食い込んでおります

ので、あわせてそれも整理しながら、ここに新宅を建てたいということで

した。 

         今年は、ちょっといつ許可になるかわからない、早まるかもしれないとい

うことで、田んぼはつくっておりませんで、ちょっと草が生えております

けれども、奥側の田んぼと全部１筆の４００平米ということになるわけで

すが、住宅続きで、左側のほうも十字路を挟んで住宅がずっと３軒、４軒

か、続いておるところでございまして、別に転用しても問題ないかなとい

うように考えております。 

         以上です。 

 

議  長     現地調査をしていただきました中條委員さん、お願いします。 

 

中條農業委員   議案１０８号ですが、今ご説明があったとおりでございます。道路と○○

○さんと、奥が太陽光ということで、特に問題はないと見てきました。 

 

議  長     ほかの委員の皆様で本件について質問、意見ありましたら、発言をお願い



16 

いたします。 

 

［質問、意見なし］ 

 

議  長     ないようです。 

         議案第１０８号について、原案のとおり承認することに賛成の農業委員の

皆様の挙手をお願いいたします。 

 

［全員挙手］ 

 

議  長     全員賛成ですので、本件は原案のとおり承認することと決定をいたします。 

         続きまして、１０９号でございますが、新村でありますので、栁澤委員さ

ん、お願いします。 

 

柳澤農業委員   写真といいますか、２ページの下の関係であります。場所は○○○の○○

の南側ですが、○○○○との交差点、十字路があるわけですが、そこを北

へ折れて、○○へ向かう途中の農地です。写真は、正面、真奥にガードレ

ールというか、パイプのガードレールが見えますが、これが○○○で、そ

の西側の場所になります。 

         それで、地主の○○さんお二人、これ、ご兄弟です。それから、○○さん

はその近くにお住まいですが、もうほとんどはこの○○ご兄弟が相続で所

有しているわけですが、お二人とも名古屋と東京ですか、お住まいという

ことで、こちらに帰ってくる予定はない、農業をする予定はないというこ

とでの現状です。 

         それで、非常に屋敷に囲まれたような感じの農地でして、圃場整備もして

ありませんし、耕作には非常に困難といいますか、難しい面があるような

土地という判断をしてまいりました。用途も福祉の関係ということで、今

後その関係も重要な時代の内容になっておりますので、仕方がないんじゃ

ないかというように見てまいりました。 

         もう一点、落としました。○○さんに関しましては、この写真の左のほう

で、奥にあぜが一部、面積で５０平米ほどかかるというような感じの内容

になっておりますので、お願いいたします。 

 

議  長     現地確認をしていただきました青木さん、お願いします。 

 

青木農業委員   ただいま、ご説明をしていただいたとおりですが、今度建てられる施設の

東側が道路になっておりまして、この写真の上のほうが東ですかね。こち

らのほうが道路に面しておりますし、周りが実はもう、今ご説明があった

とおり、農作物をつくれるような状況にないように判断をしてまいりまし

た。また、西側には少し畑がありますけれども、特にご迷惑をかけるよう

なところはありませんので、問題ないというように判断してまいりました。 

         以上です。 
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議  長     ほかの委員の皆様で本件について質問、意見ありましたら、発言をお願い

いたします。 

 

［質問、意見なし］ 

 

議  長     ないようです。 

         議案第１０９号について、原案のとおり承認することに賛成の農業委員の

皆様の挙手をお願いいたします。 

 

［全員挙手］ 

 

議  長     ありがとうございます。 

         全員賛成ですので、本件は原案のとおり承認することと決定をいたします。 

         続きまして、１１０号、これも新村でありますので、栁澤委員さん、お願

いします。 

 

栁澤農業委員   それでは、１１０号ですが、この案件につきましては、先ほど第３条の関

係でもあったものの一部になります。場所は新村の○○という地籍の件で

ございますが、先ほど３号でありました○○○○○さんの京都にお住まい

の方の土地ということで、譲受人の○○○○さんにつきましては、このお

いごさんに当たるような感じになりまして、自宅がその写真３ページの上

の関係になります。右側に土蔵がありますが、こちらが実家といいますか、

暮らしておりますが、お父さんは先ほど出てまいりました○○さんという

方で、お住まいです。住宅を建てたいということで、東隣の田んぼという

ような感じですが、地目は宅地となっておりますので、別に問題ないんで

はないかということで、これも住宅地に囲まれておりまして、写真の奥の

ほうが若干田んぼになっています。水田になっておりますが、そちらの耕

作には別に影響はありませんし、問題はないんではないかと見てまいりま

したが、お願いいたします。 

 

議  長     現地確認をしていただいた中條さん、お願いします。 

 

中條農業委員   今ご説明あったとおりです。右側に土蔵がありまして、その手前と言うん

ですかね、写真の。道路になっています。左側が畑というような、その隣

が住宅になっていまして、特に問題ないと思います。 

 

議  長     ほかの委員の皆様で本件について質問、意見ありましたら、発言をお願い

いたします。 

 

［質問、意見なし］ 
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議  長     ないようです。 

         議案第１１０号について、原案のとおり承認することに賛成の農業委員の

皆様の挙手をお願いいたします。 

 

［全員挙手］ 

 

議  長     全員賛成でありますので、本件は原案のとおり承認することと決定をいた

します。 

         続きまして、１１１号でありますが、神林の塩原さん、本日欠席でありま

すので、事務局で説明をお願いします。 

         大内主査。 

 

大内主査     本日、神林の塩原委員から報告を電話で受けました。 

         こちらについて、１１１号ですが、神林の○○○にもほど近く、特に問題

はないということで報告を受けておりますので、よろしくお願いします。 

 

議  長     １１２号も。 

 

大内主査     同じく１１２号についても、こちら、通路についても、皆さんお手元の写

真を見ていただければと思いますが、そこの部分の三角形のところで、小

さな三角形のところですが、そこの部分ですので、接道上しょうがないと

いうことで報告を受けていますので、よろしくお願いします。 

 

議  長     現地確認をしていただいた中條委員さん、お願いします。 

 

中條農業委員   ３ページの写真の下ですが、手前が住宅になっています。その手前のとこ

ろに進入路があって、次のページの上の写真の三角が隅切りといことで転

用になると思います。特に問題はないと思います。 

 

議  長     ほかの委員の皆様でこの２件の案件につきまして質問、意見ありましたら、

お願いいたします。 

 

［質問、意見なし］ 

 

議  長     ないようです。 

         議案第１１１号、１１２号について、原案のとおり承認することに賛成の

農業委員の皆様の挙手をお願いいたします。 

 

［全員挙手］ 

 

議  長     全員賛成でありますので、本件は原案のとおり承認することと決定をいた

します。 
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         続きまして、１１３、寿白瀬渕でありますので、河西委員さん、お願いし

ます。 

 

河西農業委員   本件の場所ですが、白瀬渕の○○○○○○○から北に１００メートルほど

行った住宅地の中にある畑となっております。先月許可された案件と同一

の申請人によるものとなっています。 

         写真をちょっと見ていただきたいんですが、手前の三角地は小面積で、農

地としての利用性は低い。そして、奥の園地に関しましては、○○さんが

ほかの方に耕作を依頼してやってもらっているという状況で、適正に管理

されておりました。建売住宅ということで、周辺に農地はほかにはありま

せんので、影響等は特にないものと思われます。やむを得ない案件だと思

います。 

 

議  長     現地確認をしていただきました青木さん、お願いします。 

 

青木農業委員   ただいま説明をしていただいたとおりでございまして、前回の案件でも、

反対側にちょうど建て売りの住宅の案件が出て、認可いただいたところで

ございます。そのちょうど反対側で、この周りがもう農地でありませんの

で、ほとんど住宅街になっておりますので、やむを得ないんではないかと

いう判断いたしました。 

         以上です。 

 

議  長     ほかの委員の皆様で本件について質問ありましたら、お願いいたします。 

 

［質問、意見なし］ 

 

議  長     ないようです。 

         議案第１１３号について、原案のとおり承認することに賛成の委員の皆様

の挙手をお願いいたします。 

 

［全員挙手］ 

 

議  長     全員賛成でありますので、本件は原案のとおり承認することと決定をいた

します。 

         続いて、１１４でありますが、梓川倭でございますので、古沢委員さん、

お願いします。 

 

古沢農業委員   この地籍は、梓川倭○○○という地籍です。○○から少し奥に入った場所

にございます。この四角く囲まれた中には、ユキヤナギの苗木が植わって

おりまして、これは花木なんですが、葉っぱのままで切り取って販売をし

ているという状態の花でございます。この経営していらっしゃる○○○○

さんという方なんですが、このところの奥に大きな木が見えますが、これ
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は桜の木でございます。それで、上側にある大きな針葉樹の間のその奥の

ほうなんですが、そこの奥にあるのが○○さんのご自宅です。この写真右

側にはお隣のうちがありまして、左側には道路を挟んで○○さんのご自宅

がございます。この場所はとても平らで使いやすいような場所なんですが、

この白い線とこの桜の木の間には赤線があるようです。それで、奥に見え

ますこのちょっとした物置なんですが、その下には１０センチほどの水路

が通っておりますが、老人と身障者の受け入れをするということで、この

ようなところに駐車場で車を置きたいと。問題はないと見てまいりました

ので、よろしくお願いいたします。 

 

議  長     現地確認をしていただいた中條委員さん、お願いします。 

 

中條農業委員   今ご説明あったとおりです。左側が道路で、手前が住宅、閑静な静かなと

ころで、駐車場ということで、出入り等も問題なくできると思いますし、

周りに影響はないと思います。 

 

議  長     ほかの委員の皆様で本件について質問、意見ありましたら、発言をお願い

いたします。 

         河野委員。 

 

河野農業委員   すみません。譲受人の○○○○○○○ですか、何か事業をやっているとい

うことですが、主な事業、あるいはここの施設の駐車場にする施設等、具

体的にはどういう内容の事業をやっているか教えていただきたいと思いま

す。 

 

議  長     髙橋主査。 

 

髙橋主査     申請地の隣の隣が事業所となるんですけれども、現在、こちらの○○さん

の自宅を改装して事業を行うということです。具体的には、児童発達支援

事業と放課後等デイサービス事業をこちらで行います。 

         以上です。 

 

議  長     河野委員さん、いいですか。 

 

河野農業委員   放課後児童委託施設と、その前のもう一個は何。 

 

髙橋主査     児童発達支援事業です。 

 

河野農業委員   了解しました。 

         これは、今、やられているわけだよね。 

 

議  長     髙橋主査。 
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髙橋主査     今はもう県のほうには申請をして、事業の許可はおりておりますが、具体

的に開所するのは、来年に入ってから開所ということで、これから自宅の

リフォーム等を行うということです。 

 

議  長     ほかの委員さんで質問ありましたら。 

 

［質問、意見なし］ 

 

議  長     ないようです。 

         議案第１１４号について、原案のとおり承認することに賛成の委員の皆様

の挙手をお願いいたします。 

 

［全員挙手］ 

 

議  長     全員賛成ですので、本件は原案のとおり承認することと決定をいたします。 

         続きまして、１１５号 相続税の納税猶予の適格者証明願承認の件、１件

についてを上程いたします。 

         事務局から説明をお願いいたします。 

         大島事務員。 

 

大島事務員    着座にて失礼いたします。 

         それでは、総会資料１４ページをごらんください。 

         相続税の納税猶予の適格者証明願承認の件について説明いたします。 

         議案第１１５号、里山辺にお住まいの○○○○さんが里山辺○○○○、４

７２平米について、相続税納税猶予の適格者の承認を受けるものです。 

         以上、１件になります。よろしくお願いいたします。 

 

議  長     議案第１１５号につきましては、地元委員の中川委員さん、お願いをいた

します。 

 

中川農業委員   ご報告申し上げます。 

         当該農地は、里山辺の○○○地区の住宅地の中の一角です。今、ネギとナ

スが植わっていました。この証明願というのを見ますと、引き続き農業経

営を行いますとありますが、農業経営をするにはちょっと物足らないなと

いう気はいたしますが、農地は農地としてきちんと管理されていることは

見てまいりました。問題ないと思います。よろしくお願いします。 

 

議  長     ほかの委員の皆様で本件について質問、意見等ありましたら、発言をお願

いいたします。 

 

［質問、意見なし］ 
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議  長     ないようです。 

         ただいまから集約をいたします。 

         議案第１１５号について、原案のとおり承認することに賛成の農業委員の

皆様の挙手をお願いいたします。 

 

［全員挙手］ 

 

議  長     全員賛成ですので、本件は原案のとおり承認することと決定をいたします。 

         続きまして、１１６号 引き続き農業経営を行っている旨の証明願承認の

件、１件につきましてを上程いたします。 

         事務局からの説明をお願いいたします。 

         大島事務員。 

 

大島事務員    それでは、１５ページをごらんください。 

         引き続き農業経営を行っている旨の証明願承認について説明いたします。 

         議案第１１６号、笹賀にお住まいの○○○○さんが笹賀○○○○－○、２，

９７０平米について承認を受けるものです。 

         また、この農地につきましては、特定貸付を行っています。 

         以上、１件になります。よろしくお願いいたします。 

 

議  長     議案第１１６号につきましては、地元委員さんの意見をお願いいたします。 

         岩垂委員さん、お願いします。 

 

岩垂農業委員   現場は、○○○○○○の西側を○○○○が流れているんですけれども、そ

のまた西側の地区ですね。○○○の地区というところになります。その○

○○の北に道が東西に走っていまして、そこから２枚目の田んぼです。転

作の大豆がつくられていまして、特段問題はないというように考えます。 

         以上です。 

 

議  長     ありがとうございました。 

         ほかの委員の皆様で本件について質問、意見ありましたら、お願いをいた

します。 

 

［質問、意見なし］ 

 

議  長     ないようです。 

         議案第１１６号について、原案のとおり承認することに賛成の農業委員の

皆様の挙手をお願いいたします。 

 

［全員挙手］ 
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議  長     全員賛成でありますので、本件は原案のとおり承認することと決定をいた

します。 

         続きまして、農地に関する事項の報告事項に入ります。 

         事務局から報告事項アからキについて一括説明をお願いいたします。 

         大島事務員。 

 

大島事務員    それでは、報告事項のアからキについて説明いたします。 

         これらにつきましては、書類等完備しておりましたので、事務局長の専決

により処理いたしました。 

         初めに、１６ページ、現況証明の交付状況の件、１件、続きまして１７、

１８ページ、農地法第１８条第６項の規定による合意解約通知の件、８件、

続きまして１９ページ、公共事業の施行に伴う届出の件、１件、続きまし

て２０ページ、電気事業者による送電用電気工作物等に係る届出の件、２

件、続きまして２１、２２ページ、農地法第３条の３第１項の規定による

届出の件、１７件、続きまして２３ページ、農地法第４条の規定による届

出の件、３件、続きまして２４から２７ページ、農地法第５条の規定によ

る届出の件、１５件。 

         以上になります。よろしくお願いいたします。 

 

議  長     ただいまの報告につきまして委員の皆様から質問、意見ありましたら、発

言をお願いいたします。 

 

［質問、意見なし］ 

 

議  長     ご意見等がないようですので、これらの報告事項につきましては、事務局

説明のとおりご承知おきいただきたいと思います。 

         農地に関する事項の議事が終了いたしましたので、ここで暫時休憩といた

します。再開は３時といたします。よろしくお願いいたします。 

 

（休  憩） 

 

議  長     それでは、総会を再開いたします。 

         休憩前に引き続きまして、その他農業委員会業務に関する事項からを議題

に進めてまいります。 

         初めに、１の令和元年度松本市農業施策に関する意見書の決定について、

議案第１１７号を議題といたします。 

         事務局の説明をお願いいたします。 

         板花補佐。 

 

板花局長補佐   それでは、総会の資料２８ページ、ごらんいただきたいと思います。 

         着座にて失礼をさせていただきます。 

         令和元年度松本市農業施策に関する意見書の決定についてでございます。 
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         要旨にもありますとおり、本日意見書をぜひ決定をしていただきまして、

１０月２日、あさってになりますけれども、市長に意見書を提出したいと

いうことでございます。 

         ２番目の経過にもありますとおり、農業振興委員会は４月以降４回開催し

てございます。また、４月２６日、それから８月３０日、２回にわたりま

して推進委員が出席する席においても取り上げております。推進委員さん

の意見も集約した、反映された形になっているものと考えております。 

         また、８月２１日でございますが、市議会経済地域委員会との懇談会を行

いました。こちらは、役員とブロック長ということで臨みましたけれども、

素案の段階ではございましたが、経済地域委員さんの意見も反映したもの

となっています。 

         特に目立ったところでは、○○委員長さんから、もう少し農業委員会の意

見を明確に出してもいいんじゃないかという、思い切って出すべきだとい

うようなご意見もいただきましたし、○○議員さんからは、土地・建物の

規制の関係ですけれども、市では息子や孫も含めた３世代同居を推進して

いるけれども、どうも線引きがあるために実現が難しいケースがあるらし

いというようなご発言がありました。 

         また、○○議員につきましては、持論を展開されまして、農業の地位が低

い。だから、国がやらなくても、松本独自に松本版の食糧管理制度みたい

な制度を充実させて、松本市の農業を大切にする姿勢、そして農業委員会

の存在感を出していくべきじゃないかと、このような様々な意見があった

ところでございます。 

         意見書につきましては、本冊資料にちょっと間に合いませんで、具体的に

申しますと、項目１に関して建設部との調整にちょっと手間取りまして、

議案発送のときに間に合わなかったもんで、本日当日配付となりました。 

         ４番目、今後の予定でございますが、回答期限を設けてございまして、意

見書に対する回答を１０月２１日としてございます。来月の１０月３１日

は、総会の中で回答も含めまして懇談会の進め方を皆さんと確認できるの

かなというふうに考えております。 

         そして、当初の予定よりずれましたけれども、１１月１４日は市長との懇

談会、午後３時から、それからまた夜は懇親会もあるということでござい

ますので、よろしくお願いいたします。 

         ２９ページにつきましては、意見書に載せる施行文書となっております。

参考にごらんいただきたいと思います。 

         それでは、意見書の本体、本日配付しました資料になりますけれども、松

本市農業施策に関する意見書（案）というものでございます。 

         項目１から項目４までございますけれども、本日につきましては、項目２

から項目４につきましては、前回、８月のときにお示ししましたものから

ほとんど変わっていません。言い回しの軽微変更程度であって、本質は全

く変わってございませんので、ごらんいただければと思いますが、本日に

つきましては、項目１を重点的に見ていただければと思います。 

         それでは、１ページ目の項目１でございます。市街化調整区域における土
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地・建物規制のあり方についてというタイトルでございます。 

         意見・要望事項としまして、農地の有効利用と農村活力向上のため、集落

に人を迎え入れ、農業に携わる住民をふやすにはどのような方策がとれる

のか、市街地調整区域の土地・建物の現状から未来に向けた施策の考え方

を示されたいとしました。 

         内容説明でございますが、都市計画法に基づく市街化調整区域では、開発

行為や建築行為が厳しく制限されている。ご承知のとおり、既得権に基づ

きまして、農家住宅ですとか農家の分家住宅等が開発行為の中心でござい

ます。 

         次、市内の農村地域の大半がこの市街化調整区域に属し、上記制限により

農地と農村が都市化の波から守られてきました。このとおりだと思います。

一定の役割はあるわけでございます。 

         しかし、現在ほとんどの農村が人口減少・高齢化傾向にあり、集落の活力

は低下し、農業従事者が著しく減少する中で、耕作放棄地や空き家の増加

といった別の課題が膨らんでいます。ここら辺、特に中山間地のほうでは

このような傾向が強いかと思います。 

         市街化調整区域内には、基盤整備された優良な農地から屋敷添の農地、山

間の狭小農地までさまざまな農地が存在するが、一たん所有者が耕作でき

なくなると、条件の悪い農地ほど担い手利用は期待できず、荒廃化が進行

してしまう。 

         耕作放棄地をふやさないためには、農業を志向する個人や企業、田舎暮ら

しを楽しみたい人などを他の地域から積極的に迎え入れ、小規模で趣味的

な農業や企業による農園利用など、多様な農業の形を推進することが一案

である。 

         他方、農村への移住や就農を希望する者は、地縁や血縁を持たない場合が

多く、既得権による土地利用が中心の市街化調整区域において、特に住居、

倉庫、作業場あるいは店舗といった拠点確保への支援が必要であるという

ことでございます。 

         農村資源の有効活用の観点からは、所有者の意向を前提に、貸借を含めた

空き家の積極的な利活用、既存建築物の増改築または集落内への住宅の新

築など、規制緩和により移住者や使用者のさまざまな希望へ柔軟に対応す

ることが求められている。 

         市内でも中山、入山辺などの山沿い集落では特に人口の減少が激しく、農

地の荒廃化が進行しているが、平坦地とは状況が異なるこれらの地域が、

いまだに開発を抑制するために設けられた市街化調整区域とされているこ

とを踏まえ、区域区分の見直しを含めた検討が必要ではないかという表現

ですが、市街化調整区域の枠から外すことも含めて検討してほしいと、こ

ういう内容でございます。 

         あわせて、市街化調整区域内に、就農希望者をはじめ田舎暮らしを楽しみ

たい人、農業に関心を寄せる企業等を迎え入れ、農業の活性化や地域おこ

しにつなげるため、土地・建物規制の現状からどのような施策がとれるの

か、その考え方を示されたいということでございます。 
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         規制緩和は、農業を活性化するため、農地を有効に活用するために規制緩

和していただくということでございまして、農業以外の産廃だとか、太陽

光だとかという、そういう観点ではなくて、あくまでも農業を活性化、農

地利用の最適化を進める観点から緩和できないかという内容でございます。 

         この論理の組み立てとしましては、このとおり耕作放棄地や空き家がまず

増えていると、これが出発点で、農業委員会に課せられた使命は、農地の

利用を最適化して推進すること、これが課せられた使命でございます。そ

のためには、特に中山間地、人を呼び込まないといけない。人に住んでも

らわないと始まらないということでございます。そこで、土地・建物の規

制を若干緩めていただく必要があるんだと、こういった論法で意見書をつ

くりました。言葉の表現等、細心の注意を払いましてつくった意見書でご

ざいます。 

         １カ月前の８月のときには、具体的な事例をぜひお寄せくださいとお願い

しましたけれども、建設部と調整する中で、個別事例を一つ一つ挙げても、

重箱の隅をつつくような形になってしまって、もう少し大きくとらえた形

の意見書にしてほしいというような要望も建設部のほうからあったりしま

して、個別の事例というのは、当日懇談会の席で口頭で発言していただけ

ればいいかなというふうに考えておりまして、意見書本体は、こういった

形で大きくとらえた総括的な内容といたしました。 

         会長からもいろいろと意見は出ているんですが、例えば中山地区の千石と

いう集落があります。こちら、もともとは３０戸ほどなんですが、戦後、

１７戸が開拓として入ってきて、１戸平均１．５ヘクタールの開拓をした

ということですが、開拓農家１７戸のうち、現在農業を続けているのは２

戸だけになっていて、残りはもう離農しちゃって、空き家もかなりあると

いうことでございます。その離農した農家は、中山の２法人、縄文の丘と

御牧の里という２法人が引き受けているんですが、農地は何とか引き受け

ても、空き家はそのままで、例えばコムハウスという障害者の作業所があ

りますけれども、そこが今、ストローということで、プラスチックごみを

削減しようということなんですが、麦わらの本物のストローをうまく切っ

て、麦のわらのストローということで、自然素材を活用したストローづく

りをその作業場がやっているそうなんですが、そういったところの作業場

として、こういった空き家を活用できないかなんて、地元ではそんな声も

上がっているということですが、どうも農家住宅から作業場への用途変更

というのは基準の中にないということで、どうも４階の建築指導課のほう

では、そういう道がないから、そういうものはできないというような話も

あったりしているわけでございます。 

         また、市街化調整区域の中には１１号区域という区域がありまして、５０

戸連たんと言われておりますけれども、おおむね５０戸の集落が敷地境界

から５０メートル以内の範囲に連なっている。５０戸、５０メートルの集

落というようなことで、１１号指定区域というのが市街化調整区域の中に

ありますけれども、そこを１１号指定されれば、割と市街化区域並みに規

制は緩やかになってくるんですけれども、そこから外れてしまうと、もう
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一切開発は難しくなるというような現状もあるようです。特に山辺の奥と

か、本郷、中山の奥もそうなんですが、１１号区域から外れた市街化調整

区域では、人も呼び込めないというような現状があるようでございます。 

         松本市内の四賀地区、安曇地区、奈川地区、こちらは都市計画区域外でご

ざいますので、フリーハンド、全く規制がないということで、問題がない

わけですが、市街化調整区域の規制がかかった旧松本市内の中山間地はか

なり厳しい状況になっているというところが現状認識でございます。 

         既存ストックの活用というようなことがよく言われますけれども、市街化

調整区域にある農家住宅などの既存ストックをもう少し有効に活用できる

ように、いろいろな制度を緩めていただくというようなことも必要かなと

いうふうに考えております。 

         特に中山間地域については、規制の緩い市街化調整区域から外して、都市

計画の区域外とするか、あるいは非線引き区域というようなものもありま

すので、そういったところにうまくおさまれないかなというような思いも

ありますが、建設部のほうにお願いしまして、どんな回答が来るかという

ふうなことでございますが、初めての試みになりますが、つまり今まで農

林部に出す意見書はあっても、建設部に出す意見書というのは初めてにな

りますので、当日は市長は当然なんですが、建設部の部長、課長、都合が

つく範囲で懇談会にお越しいただくように調整は進めているところでござ

います。 

         こんな形で、項目１については、少し規制を緩めていただいて、農業の発

展のために、もう少し有効な土地の使い方ができないかというような内容

で意見をつくった次第でございます。 

         あと、項目２につきましては、先月のとおりでございますが、農業委員会

としても、地区の要望をまとめ上げていかないといけないというようなと

ころもありますので、行政と一体的に、またこの意見書を上げて終わりじ

ゃなくて、これを出発点として進めていければなと考えておりますし、項

目３につきましては、労働力の確保支援ということで、果樹農家の関係、

あと集落営農経営、農業法人の関係の支援に関する意見というふうになっ

ております。 

         また、７ページ、項目４につきましては、インターチェンジ周辺への大規

模農業観光施設というようなことで、松本波田道路の建設というようなこ

とが現実的になってきている中で、松本の高いポテンシャルを市外、ある

いは国内に向けて発信して、松本の農産物の地位の向上、松本だけではな

くて、中信地区全体の底上げというような意味合いもありますけれども、

強力にこのような施設をつくって発信できればいいかなといった内容にな

ります。 

         以上でございますが、特に項目１については、こんな方向でぜひ決定をい

ただきたいなというふうに考えておるところでございます。ご審議のほど

よろしくお願いいたします。 

 

議  長     今、補佐のほうから意見書に対する説明があったわけでありますが、農業
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振興委員長、田中委員長から総括的なコメントをお願いいたします。 

 

田中農業振興委員長 補佐の今の話に尽きると思ったんですが、２、３、４は、奈川へお邪魔

したときにも大体概要と方向について申し上げた経過がありますので、１

番の関係なんですが、当初、この１項目入るときに、事象的なことの解決

と、総体的といいますか、全般的な移し込みの２つに分けて、個々の内容

については、先ほど言った５０連たんとか、農家住宅とか農家分家を次の

代に移るにはうまくいかない。それをどうするかとか、そこを詰めて、そ

こを積極的に解決する方法で行くつもりであったんですけれども、やはり

グローバルな中で、ちょっと振り返ってみますと、クラフトビール工場の

建設、あの関係についても、どうしても調整区域内にはそれはできない。

また、今度はワイン特区もあるようですけれども、調整区域内ではできな

い、また、ＪＡの関連施設、また支所関係についても、どうしても調整区

域内での統一の方向は難しいというような話も聞くわけで、１番上の項目

の一番の最後に書いてあるように、政策課でこういうふうにやってくれ、

また建設関係でこういうふうにやってくれというわけじゃなくて、トータ

ルで、松本の理想的といいますか、活性化のために、農業という旗印のも

とには何を考えていただけるか、我々と一緒に考えてほしいということの

中で、１番の項目、補佐、試行錯誤して内容をつくってもらいましたけれ

ども、そういう意図で進めていきたいというふうに考えております。 

         また皆さんのご意見等を伺って、また本番に臨みたいと思います。 

 

議  長     今、田中委員長から、これまでの経過、趣旨についてお話があったわけで

ありますが、委員の皆様でご意見がありましたら、お願いをいたします。 

         太田委員。 

 

太田推進委員   項目１の件なんですけれども、人生の一番の終わりまでの時間が非常に延

びてきて、生活の環境もいろいろ選ばなきゃいけないんですけれども、今

生活するところで、どこが豊な生活をしているかということを考えると、

農村で厚生年金等をもらいながら生活している人が本当に豊な生活をして

いると、そんなふうに思います。都市部が豊かというんじゃなくて、年を

とってきたら、農村で生活するほうが豊かだと、そういうふうに私は思い

ます。 

         そういう意味で、定年になった人、またそれに近い人が農村なんかに来て

いただいて、そこで百姓をしながら生活をしていくと。そして、豊かな生

活をしていくと。それに荒廃地の解消にもつながっていくんだし、それか

ら、ただうちの中にいるだけじゃなくて、体も使いながらやっていくんで

健康寿命も延ばしていけると。そういう意味で、この項目については、ぜ

ひいい方向に進めていただきたいと、そんなふうに思っています。 

 

議  長     ありがとうございました。 

         ほかにどうですかね。 
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         実は、私も、ここに三村委員がおられますけれども、ハイランドの理事の

皆様、それからまた執行部の皆様とよく話をする機会があるわけでありま

すが、先般も、そんな話し合いの中で、このごろ、平成の前半のころは農

業施設、農協で例えばいろいろな集荷センターとか、それからいろいろな

ものをつくるにしても、割合と市街化調整区域の中でもつくれたと。しか

し、このところ５年なり１０年間というのは、非常に市の開発規制が厳し

くて、なかなか思うように有効な施設の建設がうまくいかない。許可して

くれないというような声が聞かれまして、例えば三、四年前に中山、寿、

内田で支所を１つのところにつくりたいという希望がありまして、土地を

さんざん探したんですが、中心的なところとして、今のアルプス市場のあ

の川の端ですが、がらがらしたところで何もできないところなんですが、

そこがちょうど中心でいいじゃないかというようなことで、ハイランドの

皆さんもそこを何とかと思ったんですが、これもやっぱり担当課の指導で、

これは市街化調整区域の線引きから認めることはできないということで、

実現しませんでした。 

         それから、もう一つは、白川のあの信号機を下ったところに白山というそ

ば屋さんがありますが、そば屋さんのその南に３反歩くらいの農地であり

ますが、地主はどこか県外にいて、農協でそこに建ててくれるなら売って

もいいよというようなことがあったわけでありますが、これも市街化調整

区域の範囲の中で、絶対だめだという話になりました。 

         最終的に、営農部門と、金融部門を一緒にして大きな施設を建てたかった

わけですが、それが、そのちょっと下の精密会社をやっていたところが宅

地になっていたもんですから、そこへ、本当に狭いところですが、今、金

融部門のみ建てて営業を始めていますし、それから営農部門の資材センタ

ーは従来のところにあって、これが認めていただけなかったというふうな

ことで、非常にそういうことに対しまして、私どもに施設建設に関する不

満を語っていただきました。余りにもしゃくし定規な解釈の中で基準に基

づいたこと以外は認めないというような方向が私は今あるような気がいた

します。 

         先ほど補佐の言われましたとおり、私ども中山の問題もそうですが、それ

以上にこのような問題がありますし、私、申し上げておりますが、塩尻で

はワイン特区で、片丘の農地の一等地へワイナリーの建物許可が出まして、

ワイナリーをつくることになっています。 

         そんなことで、中山間地の農家以外にもそういう思いをかなり持っている

人がいるような気がいたしますが、ほかに何かどうですかね、これに対し

て。 

         三村委員さん。 

 

三村農業委員   今、会長さん言われたように、農協の立場の今、話が出ましたので、今、

会長さんが言われたとおり、数年前までは農協施設、ほとんど認可、許可

になってきたわけですけれども、ここへ来て、先ほどの話のように、農協

の農家の皆さんに寄与する農業施設も相ならんというのが実態でございま
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す。 

         そういった中で、この項目１の市街化調整区域における土地なり建物規制

のあり方というとらえ方、二面あると思うんですよね。先ほど来言われて

いるように、やはり中山間地域のやはり地域の活性化のための人を呼び込

むための施策としての規制緩和という側面と、もう一方、農業振興地域に

おけるそういった農業用施設なり、いろいろな意味でのそういった、その

地域の特性を生かした農業振興に寄与するような施設をやはり積極的に規

制から外して、市が率先してそういった部分について許可なり、補助金な

りとか、いろいろな部分の中で手ほどきをしていただきたいと。 

         ポツの６つ目にありますけれども、やはり農村への移住なり、今でも新規

就農者は大勢いるわけですけれども、そういった中で、農家をめざして新

規就農に来た方、住居なり、倉庫なり、作業場等、大変苦慮されている。

そういった部分も、やはり地域の産業振興ために新規就農者については、

文句なしに許可をしていただけるような、そんな施策、積極策を、法令

云々じゃなくして、やっていただきたいなと。 

         そういった形の中で、やはり平場の農業振興なりとか、また中山間地のそ

ういった地域の活性化の人を呼び込む政策、そんな二面的な側面から、議

論といいますか、要望していただければなと考えておりますが。 

 

議  長     ほかにどうですかね。このことに対しましてご意見ありましたら。 

         先月２１日に議員さん、経済地域委員会の皆様と懇談会を開きまして、意

見交換をしたわけでありますが、私どもの古沢委員さんも市会議員で経済

地域副委員長でございますので、何らかの形で、私ども農業委員会に対し

ましてフォローしていただけるというふうに思うわけでありますが、その

取り組みについて、古沢さんからもご意見があったら伺いたいと思います。 

 

古沢農業委員   経済地域委員や議員としてということもありますが、私は農業委員の一員

として、皆さんが思っていることと同じ思いでございますので、このこと

につきましては、活動の中で強く要望をしていきたいと考えております。 

         なるべく皆様のお力になれるように努力してまいりますので、よろしくお

願いいたします。 

 

議  長     ありがとうございました。 

         ほかにどうですかね、これ。意見がありましたら。 

         朝倉さん、お願いします。 

 

朝倉推進委員   誤解を招くといけないので、ちょっと黙っていたんですけれども、私の考

え方として、余談ですけれども、聞いていただければと思うんですけれど

も、農地を守って、今までの都市計画とか市街化調整区域とかっていうの

は、だんだんと農地がへんぴなところ、農業のしにくいところを農業振興

地域というふうに指定して、１級農地、平らな農地の農業のしやすい農地

がだんだん市街化されていくっていうような傾向があって、これは１つの
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考え方としては本末転倒ではないか。 

         田舎といいますか、効率が悪く農業ができないようなところを宅地化して、

農業ができる平らな優良農地を残していくっていうことが、農業を守って

いく、食糧を守っていくというような観点から言うと効率的ではないかと

思うんですけれども、この辺をずっと見てみても、昔は岡田地区のほうも

平らなところが農業振興地域だったんですが、だんだん線引きのやり直し

などで、平らなところが市街化区域になり、里山辺もそうですけれども、

だんだんとそういうところの農地が削られていって、周辺の山間地域が農

業振興地域に残されていっているというのが、本来の姿かどうかっていう

ことが問題だと思います。これから検討していかないと、ますます山間地

域が取り残されていってしまう、人口が減少してしまう１つの原因ですし、

そういうところをある程度開発していくことによって、農地も守られてい

くというようなことも出てくるんじゃないかというふうに思いますので、

都市計画の線引きの仕方等についても、もう少し検討していく、優良農地

を残していくような、そういう方策というのも考えていったほうがいいん

じゃないかと思います。 

         これは私の意見ですので、今回のこととは関係ないんですが、考え方とし

てはそれもあるんじゃないかというふうに思いますので、お願いします。 

 

議  長     大変な貴重な意見を賜りました。ありがとうございました。 

         安曇野市の線引きの話でございますが、かつての豊科は線引きがあったわ

けでありまして、市街化調整区域、線引きがあって、一緒になったときに、

全部を非線引き区域にしたわけであります。 

         そこで、私、冒頭申しましたとおり、前担当者の○○係長と一緒に出てお

りました中信地区常設審議委員会では、追認案件につきましても、線引き

をしていたときにはできなかったことも、今ならできるわけでありまして、

そのようなことがたくさんあるというようなことだと思います。 

         松本市の場合は、つい二、三年前のことですが、農地に物置が、例えば資

材置き場が建たっている場合は改めて地目変更して、それから建築確認を

とって申請しなさいよと。今でもそうですけれども、そういうことが今で

も続いているわけでありまして、先ほど来も、私どもの農業委員会でも、

いわゆる追認ということは非常にまずいことだと。昭和４６年の以前のも

のならいいんだけれども、４６年以後の線引きされてからのものは、でき

るだけ追認は避けたいというのが今の状況のような気がいたします。 

         今、三村委員が言われたように、やはり全面的にこの線引きをやめてもら

うか、それとも部分的にやめてもらうかという話だと思うんですが、その

辺のところを、今、田中委員長さんの言われたようなことも含めまして、

私もお願いしたいということだというに思います。 

         どうですかね、これに対しまして意見ありましたら。私が一方的にしゃべ

っていて申しわけないです。 

 

［質問、意見なし］ 
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議  長     それでは、ご意見がないようですので……、前田委員。 

 

前田農業委員   すみません、私、後で松本市に入ったもんで、よくわからないんですけれ

ども、市街化調整区域のこと、線をどこに引くかっていうことはどこで決

めたんですか。議会で決めているんですか、市で決めているんですか。 

 

議  長     板花補佐。 

 

板花局長補佐   私も専門ではございませんが、もしかしたら間違えている部分もろうかと

思いますが、合併前からもう線引きはありまして、旧松本市の中で市街化

区域と市街化調整区域ということで２つに分かれていて、松本市は駅前一

帯が都心地域で、市街地を形成しておりましたので、そこを中心に市街化

区域で、それ以外の郊外の区域は市街化調整区域ということで、市街化を

抑制すべき地域として都市計画審議会に諮って、そういった線引きが決め

られたんではないかと思われます。 

 

議  長     先ほど私言っていますように、昭和４６年にこういった線引きがなされて、

線引きと線引きじゃない市街化区域とに分かれて、線引きされたところに

ついては、何回か見直しがされたようですが。 

         堀内委員さん。 

 

堀内推進委員   すみません、ちょっと今まで仕事で関係したもんですから、線引きについ

てちょっとお話ししたいんですが、都市計画の決定というのは、市が決定

するのと県知事が決定するもの、この２つがあります。市で決定するもの

は、知事の認可も必要になってきますが、今の線引きについては、これは

県知事決定です。ただし、その案については、市のほうで当然出していく

んですが、その段階で、市の職員だけではなくて、都市計画審議会、地域

委員が入った松本市の都市計画審議会、それから県の都市計画審議会、こ

の２つにかかって、県知事がオーケーを出すというスタイルです。 

         線引きを４６年ですかね、第１回やりまして、大きくは昭和５２年に約１，

０００ヘクタールほど追加していると思います。その後は、ほんのわずか、

芳川の小屋、ちょうど私も担当したんですけれども、小屋で２０ヘクター

ルほど編入しているぐらいで、あと大きな線引きの見直しはされていない

はずです。軽微なところはありますけれども、そんなところで、決定はそ

ういうふうにしております。 

         それから、ちょっと私も、今お話を聞く中で、こういった事例は、ちょっ

と私いたときにはあまり聞かなかったんですが、前にはできたけれども今

は許可にならんと、これは何かおかしな話だと思います。 

         恐らく運用の中での判断基準が変わったのかどうか、ちょっと私も離れて

もう７年目になりますのでわかりませんけれども、そういったところにち

ょっとポイントがあるのかなという、なかなか線引き、豊科では線引きの
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見直しをしたんですけれども、これは合併して、その周辺との調和という

ことの中で苦渋の決断をしたというふうに聞いておりますけれども、もう

少しこの今実際お困りの事例を具体的にちょっと洗い出して、何が原因か

というのをやっていかない限りは、ちょっと解決できないのかなというふ

うに思います。 

         単純に例えば調整区域を外して、都市計画区域外にしたとしても、なかな

か解決できない部分があるような気がします。そんな感じがしました。 

         こういった事例があるということ、本当に今初めて私も聞いたんで、ちょ

っと驚いているところで、私としても少し研究していきたいかなというふ

うに思います。 

         以上です。 

 

議  長     ありがとうございました。 

         昔、建設部長をされていた堀内委員でありますので、たいへん現場の貴重

な話をしていただきました。 

         ついこの１５日でありますが、私ども県組織で、県の部長さん、課長さん

と農政懇談会をやりました。最後に、いわゆる空き家とか、それから農村

の衰退とかというようなことの中で、部長さんが、いわゆる農ある暮らし、

例えば空き家対策にして、県としても、先ほど堀内委員から言われました

けれども、このことを非常に重要に考えているから、できるだけそういっ

たことに対して配慮しながら、施策を進めたいというふうな言葉がありま

した。 

         どうですかね、ほかに。 

 

［質問、意見なし］ 

 

議  長     それでは、意見がないようですので、これから集約を行います。 

         本件の農業委員会法第３８号の規定に基づく案件となりますので、農業委

員の皆様による採決といたします。 

         議案第１１７号について、原案のとおり決定することに賛成の委員の皆さ

んの挙手をお願いいたします。 

 

［全員挙手］ 

 

議  長     全員賛成ですので、本件は原案のとおり決定することといたします。 

         少し向こうでありますけれども、１１月１４日の懇談会では議論が深まり、

有意義な時間となりますように、農業委員及び推進委員の皆様に準備と、

そしてまた、ご協力のほどをよろしくお願いを申し上げます。 

         続きまして、協議事項に入ります。 

         まず、協議事項ア、令和元年度松塩筑安曇農業委員会協議会農業功績者等

表彰候補者の推薦についてを議題といたします。 

         事務局の説明をお願いいたします。 
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         清澤補佐。 

 

清澤局長補佐   それでは、松塩筑安曇農業委員会協議会が実施している農業功績者の表彰

候補者の推薦についてご説明させていただきます。 

         着座で失礼いたします。 

         ３２ページの表彰規程をごらんください。 

         表彰の目的ですけれども、この表彰は、みずからが農業に従事し模範的な

経営を行い、また先進的な農業技術を実行し、地域の農業に波及させるな

どの功績があった者を表彰することで、地域農業の振興を図ることを目的

としています。 

         表彰の種類は、第２条にあります地域農業振興等功績者表彰と第３条にあ

ります農業委員永年勤続功績者表彰の２種類があります。 

         農業委員永年勤続功績者表彰は、連続３期以上務め、退任した農業委員の

方となっておりますので、現在任期の途中ですので、本年度の該当はあり

ません。 

         地域農業振興等功績者表彰については、毎年松本市から３名もしくは３団

体を推薦しております。 

         ３０ページにお戻りください。 

         ３番の推薦方法についてをごらんください。 

         例年の推薦者の決め方ですけれども、方針としまして、過去の推薦経過に

基づき、市内２１地区から３地区を選定しております。選定された地区内

から１人または１団体を候補者として推薦していただきます。 

         ３１ページの別紙１をごらんください。 

         過去に表彰を受けた一覧となりますけれども、平成２２年度以降表彰を受

けていない旧市、平成２０年度以降表彰を受けていない奈川地区、過去判

明している範囲で表彰を受けていない安曇地区の３地区を候補地区として

提案したいと思いますので、ご協議をお願いいたします。 

         なお、推薦地区が決まりましたら、地区の農業委員により候補者をご推薦

いただきまして、３４ページにあります功績調書と、個人の推薦の場合は、

３５ページにあります履歴書を提出していただき、団体の場合は、任意の

書式で団体の活動状況を１０月３１日までに事務局へ提出していただくと

いう流れになります。 

         総会終了後、該当の農業委員の方に様式をお渡しいたします。 

         ３３ページには過去に受賞された方の一覧がありますので、参考にしてい

ただきたいと思います。 

         表彰については、来年１月開催の松塩筑安曇市村農業委員会会長会議で決

定され、２月に開催予定の農業活性化推進研修会で表彰式が行われる予定

です。 

         説明は以上です。 

 

議  長     今、松塩筑安曇で振興功労者表彰の候補者の話があったわけでありますが、

今回は、旧市、奈川、それから安曇の３地区からお願いしたいというよう
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なことでありますが、これ、奈川は別にしても、安曇は、前田委員、いか

がですかねえ。 

 

前田農業委員   過去にあったところをずっと今、見ているんですが、これに匹敵するよう

なところがあるかなって、ちょっと困っています。 

 

議  長     今、前田先生からこんな話があったわけでありますが、じゃ次はどこかと

いうところをずっとこうやって見てまいりますと、四賀か梓川、あとは内

田か。そんなところでありますが、橋本さん、奈川はいいですよね。 

 

橋本農業委員   個人ではちょっと難しいんだけれども、団体なら。 

 

議  長     旧市は、青木さん、どんなですかね。大丈夫ですか。 

 

青木農業委員   ちょっと考えさせていただいて、ありそうな気もするんですけれども、ず

っと頑張ってやっている地域もありますのでまた相談させてもらいます。 

 

議  長     旧市、奈川、それから安曇地区についてもできるだけ推薦してもらいたい

んですが、なかったら、事務局へまたご相談していただくというようなこ

とでいいですね。 

         それでは、集約いたします。 

         本日ご出席の皆様にお伺いいたします。 

         本件については了承いただける委員さんは挙手をお願いいたします。 

 

［全員挙手］ 

 

議  長     ありがとうございます。 

         全員賛成ですので、本件は了承されました。 

         それぞれの地区において、農業委員の皆様には地区の候補者を１名ずつ、

又は１団体ずつ推薦いただくようお願いをいたします。 

         次に、協議事項のイ、令和元年度全国農業新聞の普及推進についてを議題

といたします。 

         事務局の説明をお願いいたします。 

         清澤補佐。 

 

清澤局長補佐   それでは、引き続き着座にて説明をさせていただきます。 

         ３６ページをごらんください。 

         毎年お願いしておりますが、ことしも全国農業新聞の普及推進についてご

協力をお願いいたします。 

         普及活動の目的としましては、人・農地プランの実質化を進め、農地利用

の最適化を形にしていくためには、その必要性を地域の方々に知ってもら

うことが重要です。また、農業委員、推進委員さんご自身も、十分な知識
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がないと地域で説明ができません。地域での話し合いを先導するコーディ

ネーター役として活躍していただくために、幅広い情報を持つ必要があり

ます。全国農業新聞には、農業委員会業務に関連した制度改正等がリアル

タイムで掲載されていますので、情報紙として活用していただき、農地利

用の最適化の実現を目指していくものです。 

         農業会議から示されている全国統一の普及強調月間は、８月から１０月と

１月から２月です。 

         普及推進にかかわる取り組み方針は３つで、１つ目が委員の１００％購読、

２つ目が年間１人１部以上の普及推進、３つ目、既読者とよいコミュニケ

ーションの継続の３点です。 

         ３７ページ、別紙１をごらんください。 

         全国農業新聞長野県支局が示しました松本市の目標部数ですけれども、中

心の列の下から９段目に松本市がありますが、目標部数が４６５部で、今

後の普及部数は７９部です。したがいまして、本市としては、農業委員さ

ん、推進委員さんともに１人当たり２部の普及推進を目標にしたいと思い

ます。 

         机上の封筒の中に申込用紙２部と普及推進グッズとしてエコバッグが入っ

ておりますので、申し込みをいただける方にお渡しいただければと思いま

す。 

         申込用紙のほうは、見開きで右側が申込用紙になっておりますので、こち

らに住所、氏名をご記入いただき、引き落としできる口座を書いていただ

いて、押印をしていただいて、１０月３１日までに事務局へ提出してくだ

さい。 

         購読部数の確認日は１１月２２日となっております。 

         購読を依頼するに当たって、グッズを利用したいという方は、入り口のと

ころにタオルだとか軍手だとかというのを用意してありますので、お持ち

になってください。 

         最後に、例年どおり、７番、奨励金等とありますけれども、表彰及び奨励

金、記念品が交付される予定になっております。 

         説明は以上です。 

 

議  長     ただいま事務局から説明がありましたが、これより質疑を行います。 

         この全国農業新聞の普及推進について、発言のある委員の皆様の意見をお

願いいたします。 

 

［質問、意見なし］ 

 

議  長     ないようです。 

         これも集約をいたします。 

         本件は推進委員の皆様にも関係する内容でありますので、ここに出席の委

員の皆様にお伺いいたします。 

         本件について、了承をいただける委員の皆様は挙手をお願いいたします。 
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［全員挙手］ 

 

議  長     ありがとうございます。 

         全員賛成でありますので、本件は了承されました。 

         どうか委員の皆様には、期日までに１人２部以上を普及目標に取り組んで

いただきますように、協力のほどよろしくお願いいたします。 

         続きまして、報告事項に入ります。 

         初めに、報告事項ア、令和元年度第２回農業経営改善計画の審査結果につ

いてを議題といたします。 

         農政課の説明をお願いいたします。 

         東山係長。 

 

東山（農政課）  農政課の東山と申します。よろしくお願いします。 

         ４１ページをごらんください。 

         令和元年度第２回農業経営改善計画の審査結果についてご報告をいたしま

す。 

         根拠法令ですが、農業経営基盤強化促進法並びに同法施行規則に基づき、

松本市長が認定するものでございます。 

         認定基準等については、記載のとおりとなっております。 

         審査方法については、原則年４回審査を行い、第三者組織に当たる松本市

農業支援センター内の経営改善指導員へ意見聴取を行い、認定するもので

す。 

         新規の農業経営改善計画認定者ですが、以下の３件となっております。 

         再認定ですが、４２ページからの４３件、それぞれの地区及び経営体名は

記載のとおりでございます。 

         以上４６件について、全件承認されたことをご報告いたします。 

         以上でございます。 

 

議  長     ただいま農政課から説明がありましたが、これより質疑を行います。 

         発言のある委員の皆様は挙手をお願いいたします。 

 

［質問、意見なし］ 

 

議  長     ないようです。 

         本件につきましては、ただいまの説明のとおりでありますので、ご承知お

きをいただきたいと思います。 

         次に、報告事項イ、主要会務報告並びに当面の予定についてを議題といた

します。 

         事務局の説明をお願いいたします。 

         板花補佐。 
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板花局長補佐   ４４ページ、４５ページごらんください。 

         まず、４４ページの主要会務報告ということでお願いします。 

         ９月７日、おかげさまをもちまして、皆様のご協力をいただきまして、天

気に恵まれたこともありますが、昨年より１，８００人多い約４，８００

人がご来場いただいたということで、松本農林業まつり、成功裏に終わっ

たということで、ありがとうございました。 

         飛びまして、９月２１日は東山部くだものまつりということで、関係の農

業委員、推進委員の方には大変お世話になりました。ありがとうございま

した。 

         ４５ページに移りまして、当面の予定ということですが、こちら、差しか

えとなっており、先ほどお配りしております。うっかりしておりまして、

古い原稿で資料をつくってしまい申しわけございません。きょう差しかえ

版をお送りしましたが、そちらをごらんください。 

         １０月２日は、先ほどのとおり、市長に意見書を提出してまいります。役

員３人で対応をいたします。 

         飛びまして、１０月１６日でございます。第４回になります情報・研修委

員会、こちら１時半から始めます。それから、その後、役員会を予定して

ございます。 

         飛びまして、１０月２３日でございます。農地転用現地調査ということで、

今回の担当は竹島委員と百瀬委員になります。当日もしご都合が悪いよう

でございましたら、事務局とまた調整を願います。 

         飛びまして、１０月３１日が今度の定例総会になってございます。また、

総会終了後、農業振興委員会を開催予定でございますので、農業振興委員

の皆様は残っていただければと思います。 

         それから、１１月１１日、先の予定になりますが、第４回の長野県農業委

員会大会となってございます。上田市のほうに参ります。市の公用バスで

移動します。参加報告書を本日までに提出していただくようお願いしてご

ざいますので、忘れないように事務局にお出しください。 

         １１月１４日は意見書の市長懇談会となります。また、懇親会もあります

ので、農業委員、推進委員両委員に出席をお願いしたいと思います。 

         以上でございます。 

 

議  長     ただいま事務局から説明がありましたが、質疑を行います。 

         発言のある委員の皆様は挙手をお願いいたします。 

         中川委員。 

 

中川農業委員   すみません、意見書の２８ページに今後の予定ってありまして、１０月２

日に意見書を提出するっていうことですよね。それはこれでいいです。 

         意見書に対する回答期限というのが２１日じゃないですか。それを受けて、

３１日に農業振興委員会で懇談会の進め方を確認するっていうことですよ

ね。 

 



39 

議  長     補佐。 

 

板花局長補佐   農業振興委員会というよりは、できれば情報・研修委員の皆様も一堂に会

した総会で打合せを行いたいと考えておりまして、意見書の回答もお見せ

しながら、進め方を調整してまいりたいと思います。 

         農業振興委員会をその後やるというのは、委員長の選出というような課題

もあり、予定している側面もございます。いずれにしても、総会の後、引

き続きということで、新たにもう一回出ていただくということではござい

ません。 

 

中川農業委員   ちょっと危惧することがありまして、１０月２日に意見書を提出します。

これを受けて、当局のご担当の方がいろいろもみますよね。それについて、

もう回答期限というのが１０月２１日ということですよね。その間に、例

えばいろいろ意見を申し上げたとしても、あっ、これはだめだなと。これ

はだめだよというものがあるかもしれない。そこで、いや、そうじゃない

んだよという、物を申す場がないのではないかということを危惧するんで

すよね。 

         １１月１４日に懇談会がありますけれども、この懇談会はもう、例えばノ

ーだった回答が、ひっくり返るようなことがない、でき上がったような、

結論ありきの懇談会では私、いかんと思うんですよ。 

         本来であれば、懇談会が先であって、我々農業委員と当局の方がいろいろ

議論して、その上で回答があるならわかるんだけれども、まず回答があっ

て、その回答はもうでき上がってしまっていて、その後で懇談をやっても、

ちょっと遅いのかな。順番が違うんじゃないかなっていうような気がしな

いでもないんですよね。 

         特に私、この意見書の２番のところをちょっと力を込めたいと思っている

んですけれども、万が一、ノー回答だったよとして、それを懇談会で幾ら

言っても、もうひっくり返ることがない、でき上がっちゃったような状態

であることを一番危惧するんですけれども、その辺どうなんでしょうか。 

 

議  長     板花補佐。 

 

板花局長補佐   本日決定いただきました意見書の内容ですけれども、素案の段階で農林部、

あるいは今回おくれた原因にもなっているんですが、建設部にも渡し、庁

内の調整は図ってきています。市長に提出するのが２日後なんですが、も

う今の段階で回答案をつくり始めていて、今週中にはなからもうできてく

るのかなというふうに思います。 

         それで、やはり意見書を上げたはいいけれども、だめなものはだめ、でき

るものはできる、検討するものは検討するということで、はっきり色分け

はされてくるかとは思います。 

         今までのやり方は、こういう形で、回答書をまずいただいてから、さらに

懇談を通じて議論を深めましょうというやり方でずっと来ていたと思いま
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す。 

         先に回答をいただかないと、でも結論ありきの回答では、確かに委員さん

おっしゃるように、それ以上動かないというような最終回答だと、もうそ

こでとまっちゃう、議論は深まらないということにもなりかねないですけ

れども、ただ、中川委員が意図するところは、農政課のほうには十分伝え

てあって、でも中川委員さんの意見については、今後の考え方と将来的な

決意表明的な部分はあろうかと思うんですが、こういうふうにしたいとい

う青写真を農業委員として見せて、ぜひ支援してくださいという中身だと

思いますので、それに対してだめだとかというようなことはないかと思い

ます。少なくともそういう希望を委員が持っているのであれば、それに寄

り添うのが農林部の考え方かと思います。 

         今後の進め方については、また来年、今回はこれでやらせていただいて、

来年以降、どういう意見書の進め方がいいのかということについて、再度

議論をさせていただければと思います。 

 

中川農業委員   承知しました。 

 

議  長     いいですか。 

         ほかにご意見ありましたら、お願いします。 

 

［質問、意見なし］ 

 

議  長     ないようです。 

         本件につきましては、ただいまの説明のとおりでありますので、ご承知お

きをいただきたいと思います。 

         以上で報告事項は終了いたしました。 

         続きまして、その他の項目に入ります。 

         最初に、農業普及センターから情報提供をお願いいたします。 

         小川補佐、お願いします。 

 

小川（松本農業改良普及センター） お世話になります。 

         「松本農業改良普及センター」と左肩に書いてございます別刷りの資料を

ごらんいただければと思います。 

         最初に、１ページなんですけれども、９月１４日に塩尻市の県畜産試験場

で発生しました豚コレラにつきましては、大変ご心配をおかけしていると

ころなんですけれども、ただいま蔓延防止策の１つとしまして、消毒ポイ

ントを設置した対応を行っております。松本合庁は１０月３日まで、その

他の塩尻市にございます３カ所につきましては、１０月１４日まで実施し

ております。 

         特に松本合庁、いろいろなご来客の皆さんが行き来する場所なんですけれ

ども、大変ご迷惑をおかけしますけれども、ご理解のほどよろしくお願い

いただければと思います。 



41 

         ２ページなんですけれども、こちらのほうには豚コレラの関係のプレスの

新しいものを載せさせていただいております。ご承知おきのとおり、高森

町の殺処分された養豚場の近くでも、９月２１日、松川町なんですけれど

も、こちらのほうにも陽性の野生イノシシが確認されているということで、

県下にもだんだん広がっているような部分も見受けられるような状況でご

ざいます。 

         それと、下のところに農政部園芸畜産課家畜防疫対策室ということで四角

書きになっておるんですけれども、こちらのほうの対策室を新たに設置し

まして、こちらを中心に豚コレラの対応は今、実施しているところでござ

います。 

         それと、３ページ以降は情報提供の部分なんですけれども、３ページにつ

きましては、スマート農業の実演会、第４回ということになるんですけれ

ども、伊那のほうで１０月１１日に開催されます。またご関心ある皆様が

いらっしゃれば、ぜひご参加いただければと思います。 

         それと、４ページが野菜花き試験場の一般公開が１０月１９日にございま

すというようなご案内です。 

         それと、５ページ、６ページなんですけれども、こちらのほうは信州農業

ＮＢＡ研修というものなんですけれども、意欲ある若手農業者の皆様にぜ

ひ参加していただきたいということで実施しておる研修なんですけれども、

こちらのほうにつきましては、１１月１２日の開講で、１０月２５日締め

切りになっておりますんで、ぜひ意欲ある若手農業者の皆様方にお声かけ

いただけるとうれしいです。 

         それと、７ページ、８ページにつきましては、気象表、生育概況を載せさ

せていただきましたので、こちらのほうはまたごらんいただければと思い

ます。 

         私のほうからのご説明は以上です。よろしくお願いします。 

 

議  長     ありがとうございました。 

         続きまして、広報まつもと１０月の農業委員会の特集記事が発行となりま

したので、情報・研修委員長から報告をお願いいたします。 

         窪田委員長、お願いします。 

 

窪田情報・研修委員長 お手元に広報まつもと１０月号の最終稿の原稿があると思います。 

         内容は２点でありまして、１点は、８月５日に行いました農業活性化シン

ポジウムの古谷部長さんの講演から、鳥獣害対策の留意点等について、参

考にしていただければという点をまとめたものでございます。 

         それから、もう一点が、ちょこっとコラムということで、タイトルが「草

刈り作業を暖かい目で」ということで、河西委員さんに書いていただきま

した。 

         道路沿いのあぜ草刈りの最中に、自動車の通過時に身の危険を感じたケー

スというのは、多分私だけじゃなくて多くの方が経験されているんじゃな

いかな、こんなふうに思うわけでありますけれども、具体的には、農作業
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者を見たら、十分な安全に配慮して通行していただくようにということで

改めて呼びかけを行うものと、あわせまして、作業者自身も自分の身を守

る対策を行って、事故防止に努めてもらうというような内容のものを掲載

させていただくということでございますので、よろしくお願いします。 

         以上であります。 

 

議  長     ありがとうございました。 

         続きまして、事務局から連絡事項等をお願いいたします。 

         清澤補佐、お願いします。 

 

清澤局長補佐   連絡事項を２点お願いいたします。 

         まず、１点目ですけれども、都市計画策定市民会議の委員推薦についてと

いうことで、都市計画課から依頼が来ております。 

         平成２２年３月に松本市都市計画マスタープランの見直しが行われて以来、

また今年度から来年度にかけて見直しをするに当たりまして、関係する事

業者から意見を聴取させていただきたいということで、農業委員会からも

委員を推薦いただきたいという依頼がありました。できれば女性の方をと

いうことで、前回の見直しのときには、市農協への推薦依頼がありました

が、今回は市農協への依頼はないということから、塩野﨑委員さんにお願

いするということで、ご本人からも承諾をいただいておりますので、皆さ

んご承知おきください。 

         ２点目ですけれども、机の上に置いてあります黄色のマグネットシールで

すけれども、今まで現地確認等行っていただいているときに、不審な目で

見られてしまうようなことがあったのかなと思いますけれども、何をやっ

ているのかということが遠目からでもわかっていただけるように、車にこ

のマグネットシールを張っていただき農地パトロールを行っていただきま

すよう、よろしくお願いいたします。 

         なお、本日欠席されている委員さんへの資料につきましては、同じ地区の

委員さんでお持ち帰りいただいて、お渡ししていただきますようご協力を

お願いします。 

         それから、農地審議関係書類は机の上に置いていってください。 

         本日荷物が多くなってしまって申しわけありません。スーパーバッグみた

いなものは用意してありますので、必要であれば、入り口のところに置い

てありますので、お持ちになってください。 

         それから、お車でお越しの方は、無料認証をこちらでやりますので、お申

し出ください。 

         連絡は以上です。 

 

議  長     ありがあとうございました。 

         今、松本市都市計画策定市民会議の委員さんに塩野﨑さんが受けていただ

いたというようなことでございますが、先ほど来、議論がございます開発

規制のあり方については、この策定審議会で見直しとか何とか、そういっ
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たことを議論する機関でございますので、塩野﨑さん、よろしくお願いい

たします。 

         その他、全体を通して委員の皆様から何かありましたら、発言をお願いい

たします。 

         三村委員。 

 

三村農業委員   ２点ほどおつなぎします。お願いしたいと思います。 

         １つですけれども、ここに今、農地パトロールの看板いただきましたが、

今、農作物の盗難が多発しております。ついせんだっても、今井地区、地

籍は塩尻になりますけれども、シャインマスカットが約６００房を被害に

遭ったというような、ここへ来て、夜間ですがそういった事例も聞いてお

ります。そういった中で、ぜひ啓発活動を、農業委員の立場からもお願い

を申し上げたいと思います。 

         それと、もう一つですけれども、先ほど普及センターのほうから豚コレラ

の話がございましたけれども、ハイランド管内といいますか、地籍は塩尻

ですが、岩垂地区ですが、農場主は今井の○○君で、ＳＰＦ豚を飼育して

いるわけですけれども、そこも監視農場というような形の中で、彼は人と

の接触を拒んでおります。人と人との接触なりとか、車とか、いろいろな

意味の中で感染を心配しているわけですけれども、そういった中で、来月

末ごろになるわけですが、ワクチンの接種ということが始まります。 

         ご案内のとおり、豚コレラの血清を打って、言うなれば風評被害とか、そ

ういった部分も心配されるということでございますので、どうかそういっ

た部分においても、農業委員の皆さんもしっかりした知識の中で対応いた

だけばと思いますし、それで今井のＪＡの支所、道の駅もあったりします

し、ＪＡファーム資材店舗もある中、不特定多数の皆さんが出入りするた

め、防疫マットを出入り口に敷くようにしております。 

         そういった中で、何とか感染しないように注意といいますか、対策はとり

ますけれども、先般のハイランドの理事会の中でも、万が一のときの対策

マニュアル等、初期対応をどういうふうにするのかという部分も確認をさ

せていただきました。いずれにしても、目に見えないウイルスでございま

すので、また感染すれば、その圃場といいますか、農場を全て殺処分とい

うふうな大変な事態になるわけですので、どうかそんな点も皆さんからい

ろいろな折にご留意といいますか、関心を持っていただければなと、そん

なこともお願い申し上げたいと思います。 

 

議  長     ありがとうございました。 

         これは、先般、県の○○課長からの話でございますが、畜産センターで豚

を殺処分したわけでありますが、一番切ないのは、親豚を飼っていた飼育

係の人たちが、非常に体は大きいけれども、なれているそうで、それを殺

処分したわけですが、非常に落ち込んじゃって、１週間くらい、もっと、

もう１０日くらいたっているのかな。気落ちしちゃってどうしようもない

というような話を聞いておりまして、非常に今、三村委員の話もあります
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けれども、本当に何かどうしようもない、やるせないというような気持ち

でございます。 

         そんなことでございますが、ぜひまた協力のほどよろしくお願いいたしま

す。 

         ほかに何か皆さんで意見ありましたら。 

 

［質問、意見なし］ 

 

議  長     以上で本日の案件は全て終了いたしました。 

         円滑な議事進行に協力をいただきまして、ありがとうございました。 

         これをもって議長を退任させていただきます。ご協力ありがとうございま

した。 

 

15 閉  会 

 

 

  以上この議事録が正確であることを証します。 

 

              松本市農業委員会 

 

          農業委員会会長                         

 

          議事録署名人  ６番                      

 

          議事録署名人  ８番                      


